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店のベランダにハトが卵を産みました。 吉兆でしょうか？

４月の中旬、 店のベランダでハトの卵を発見しました。 壊れた立て看板を横向きに立てか
けておいた隙間に。 最近、 ベランダでハトの甘い鳴き声がするな～と思ってたら ...
無益な殺生はしない方針なので見守っていたら、 親ハト夫婦が交代でせっせと卵を温めて
ました。 そして、 ５月７日に卵が孵化してヒナ誕生！なんとその日は私の４６才の誕生日！！
小さな奇跡です。 1/365 のフィーバー大当たり？！
そういえば、 ハトがトレードマークの企業って結構ありますよね。 ヨーカドー、 平和堂など。
そんな創業者の家にもハトが卵を産んでて、 「おっ、 そういうことなら店のマークにするか！」
な～んてことがあったかもしれませんよね。 これって吉兆かも？！

安い ・ 軽い ・ 丈夫！ 『電動ハブラシ』 はコレがおすすめ！

〒150-0021 渋谷区恵比寿西 1-10-10-2F ゆがみ専門整体院 Relax Earth

虫歯になりました。 歯茎も腫れてきて痛い！ 歯医者に行ったら、 「抜かないとダメかもしれ
ませんね」 とのこと。 焦りました。 「原因はブラッシング不足です」 とも言われました。
とりあえず、 様子をみるとのことなので、 必死でブラッシング開始！ そのかいがあったのか
抗生物質が効いたのかは不明ですが、 歯茎の腫れもおさまり、 抜かずに済むことになり、
ホッとひと安心。 そして反省。 今まで歯磨きは正直テキトーにやっていました。 今後の人
生、 ココロを入れかえて真剣に磨き続けます。
そこで、 ドンキで見つけた” 情熱価格” の電動
ハブラシの紹介です。 昔、 使っていたお高い電
動のやつは重かった。 薬局で買った安いやつは
すぐ壊れた。 しかし、 ドンキで見つけたコレは、
軽いし、 丈夫！ そして、 圧倒的に安い！！
別売りの歯間ブラシもグッドで気持ちいいのです。
お安いので、 試してみる価値はありますよ。



　　 　　 ◇◇◇私の麻雀放浪記～最後の少年時代～◇◇◇

２５才の秋、 私はバックに一冊の本を入れ、 大阪に向かいました。
その本は私のバイブルである 『雀鬼流』。 旅行会社を一年半で辞め、 失業保険はポーカ
ーゲームに吸い込まれ、 「さて、 どうしたものか」 と思っていたときに出会った本です。
桜井章一という麻雀の裏プロで 「二十年間無敗の男」 の異名をとる人物の生き方指南本
みたいな内容です。 感受性の高い時期だったので、 「よし、 俺も麻雀で人生修行だ１」
と思い立ち、 単身大阪へ （自分の行動ながら意味がわかりません ...）。
そして、 ミナミのブー麻雀の雀荘で働くことになりました。
ブー麻雀とは関西ローカル ・ルールの麻雀で、 結構ややこしい。
そして、 そこに集まっている人々もこれまたややこしい。
オーナーはブルドックのような形相の気の強いママ。 婿入りした大
人しい旦那さんがマスター。 気が短く、 小指も短い年輩のスタッ
フ、 “おねえさん” と客から呼ばれる７０歳オーバーの受付嬢 （
毎日、 原色のスーツ着用） となかなかの粒ぞろい。
お客さんは濃い～オッサンだらけなので、 紙面が足りなくなるので
書きません。 そんなお客さんの中で、 私を可愛がってくれた韓国
クラブの店長さんが、 私を 『少年！』 と呼ぶようになり、 まわり
からも呼ばれるようになりました （この人には、 女に包丁を向けられた時の対処法を教えて
貰いました♥）。 自分的には、 「２５才で少年はないよな～」 と思ってましたが、 濃い～
大阪のオッサン連中に囲まれた中では子供扱いもさもありなんです。
そんなこんなで半年ほど過ぎた頃、 韓国クラブの店長から、 「こんなところで働いていたら
ダメだ。 俺がいいところ紹介してやるから！」 と言われ、 その雀荘には一か月後に辞めると
告げました （ちなみに紹介されたのがラーメン屋。 働きましたが半年後に潰れる）。
辞めることを知った “おねえさん” が 「三年ぶりだわ～」 と私に言うので、 「何がです
か？」 と聞くと、 「一ヶ月前に辞めるって言って辞める人。 この三年間、 ずっとバックレだ
ったから」 とのこと。 そういえば、 私がいた半年間でも消えた人が何人いたか。
そして辞める日、 “おねえさん” が私に万年筆を餞別にくれました。 私の目をまっすぐに
見つめて 「私のことを忘れてほしくないから」 と言いながら ...
ちなみに、 貰った万年筆は失くしてしまいました （私は最低な人間です）。 でも “おねえ
さん” のことは忘れていません。 あのときの “おねえさん” の瞳には、 それだけ込められ
た想いがありました。 「おねえさん、 覚えてますよ～。 万年筆はなくしたけど」
他にもたくさんエピソードはあるのですが、 またの機会に。 当時は若いなりの葛藤があった
と思いますが、 今となってはいい思い出です。 あの雀荘が私の最後の少年時代です。

　　　編集後記　　　　　 ハト絡みで私のテンションが上がり、 いろんなお客さんと “鳩トーク” をして
いたら、 ある常連のお客さんから 「じゃあ、 店の名前を 『ハト ・ アース』 にしたらどうです
か？」 と言われました。 ん～、 悪くないけど、 どうしても 『ダニ ・ アース』 が連想されま
すよね。 ハトはいいけど、 ダニはちょっと ...　　　　　　　　　　　　　　　 【大泉】


